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【まえがき】 

 

■事業の目的 

 近年、花き業界においては、生活スタイルの変化に伴い、購入する場所が専門店

からスーパーなどへ変化することで、生産地で供給する品目や品質・規格と生活者の

求める品目や品質・規格がミスマッチをおこし、需給バランスが崩れ、生産者所得が

減ることにより他品目への転作など、生産量の減少が加速する事態となっている。 

また、covid-19 ウィルスの世界的蔓延により、様々な資材やエネルギー資源の世界

的な高騰により、生産地が請けた影響は計り知れないものとなっていた。 

更には、人口減少と少子高齢化問題をかかえる国内事情のなか、働きかた改革を

主としたさまざまな施策が運用されるなかで、2024 年 4 月以降で物流に対する規

制が大幅に変更されることで、花き業界においても、従前の通り生産地から消費地

に対して円滑な物流が困難になることが喫緊での大課題としてあり、早期に最善策

を講じることが要望されている。 

 

そこで、本実証グループでは、既存の物流体制の状況を把握し、効率化が行える可

能性を仮説し、生産地の状況（施設装備や機器保有状態）、荷居受け側の状

況とそれぞれの距離関係も考慮したうえで実証を行い、物流問題の解決に貢献す

べく生産・流通・販売が大同連結を行い取組んだ。 

 

また、効率的な物流を行ううえでは、生産技術だけではなく鮮度保持も担保された、

貯蔵保管を伴う物流方法も必須と捉え、期間を設定した貯蔵により物流の効率化

と、生産者所得の向上、さらには生産地での生産量の増加振興へと発展させるべく

実証に取組んだ。 

 

以上の実証を通じて、フラワー需給マッチング協議会（FMA）では、無駄の無い物

流＝スマート規格＝スマート農業と捉え、総合的なコスト縮減と花き類の販売促進

に資する取組として、生産地・流通・販売の各カテゴリに対する普及活動を行い、花

き業界の発展に繋げることを目指す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

【フラワー需給マッチング協議会（FMA）】花き関係者の  連 

国内産地の振興

産地実証チー 
（産地 11 ）

流通実証チー 
（ 場    1 1 1   ）

販売実証チー 
（   加  販売事業者 1 1 1 4 ）

  ・ 量・ 品質・   格

国    

産地と販売需要者の間のギ ップ解消

     国産品と 入品が 格 ・品質 で 合している品目（  類  り花）

花きの需要期に  が生じている品目（ ・   ）

  需要期 定供給への対   の需要 大

                     

物流・情 流の高度化  生産供給体制の 発

 定した物流体制計  品

【流通の  化・  効率化・ 働 間の 減】
 パ ット・  物流による流通実証 ・ ストッ  イント 用による物流効率化  に品質 持 証  か
【流通の  化・・ 働 間の 減】
産地 荷情 の効率的 用 か
【 たな生産・流通体 の 発】
 ・  の生産地  と ー  ースに 合した 品作り体制の  
【生産供給体制の 化】
 F規格を前 とした需要ある    効率生産実証（  期間 縮）など

【目   の 】（産地 ミ ーの  ）

        

 用実態にあった【スマートフラワー（ F）規格】での り花生産 流通の 大
 たな生産・流通体 を  することによる国産 花供給の 大（ ・  など）

       

                             



 

 

【令和 5 年度実証での取り組み】 

 

 

1: 花き流通の効率化の取り組み 

   ・2024 年問題に対 するための物流高度化に関する実証 

   ・情 流の高度化による  化・効率化に関する実証 

 

2  ・リンドウの貯蔵実証 ストッ  イントの効果 

・生産技術の高度化・産地体制の 化 の取り組み 

・伝統花材におけるスマート農業の実証 

 

3.  ー  ース需要 に対 した品目 の転換の取り組み 

 

4.  たな需要 拓・消費 大の取り組み 

   ・スマートフラワー の小売実態調査    

   ・本事業の  活動（講演会など） 

   ・どの規格で需要があるのか、業務店・スーパーの 品を調査。産地へフィードバッ 。 

 

 

以下、各取組内容結果 告とする 
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（参考）日本総研 会社概要

◼名称 株式会社日本総合研究所
The Japan Research Institute, Limited

◼創立 1969年2月20日

◼資本金 100億円

◼従業員 2,768名（2021年3月末現在）

◼株主 株式会社三井住友フィナンシャルグループ

◼本社 ◆東京本社
〒141-0022 東京都品川区東五反田2-18-1

◆大阪本社
〒550-0001 大阪市西区土佐堀2-2-4

◼支社 シンガポール

◼グループ会社 株式会社日本総研情報サービス
株式会社JSOL
JRI America, Inc.（ニューヨーク）
JRI Europe, Ltd.（ロンドン）
日綜（上海）信息系統有限公司
日綜（上海）信息系統有限公司 北京諮詢分公司

◼営業に関する登録 プライバシーマーク使用許諾事業者
許諾番号：11820002号
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2024年問題と2030年の輸送能力不足

「物流の2024年問題（ドライバーの労務環境適正化）」によって
農水産物は厳しい輸送能力不足に見舞われる

出所：経済産業省「持続可能な物流の実現に向けた検討会」最終取りまとめ（2023年8月）

2024年問題
（ドライバーの時間外労働９６０時間/年の規制適用等）

・連続運転時間
≦4時間（例外30分）

・拘束時間（＝作業時間＋手待ち時間＋休憩時間）
≦3,400時間/年、310時間/年（年6回まで）
＊労使協定なければ月284時間まで
＊284時間越えは連続3カ月まで
＊1カ月の時間外労働100時間未満

（こんなことができなくなる）
✓ 同一車/ドライバーの多拠点巡回
✓ 車中泊を使った長距離物流
✓ ドライバーを拘束しての

長時間の積み込み・荷下ろし作業
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２０２４年問題に関する花き流通関係の動き

令和４年から流通事業者中心に対応検討が活発化 生鮮食品の中では特に遅い動きではない

出所：農林水産省HPにより日本総研作成

令和５年１２月２７日 「農林水産省物流対策本部」設置
農林水産省内に横断的な組織として設置、各地・各品目の対策を推進

令和５年１１月 日本花き卸売市場協会が自主行動計画作成

令和４年７月２７日～ 「花き流通標準化検討会」
先行している他業界・品目を参考に、花き卸売市場協会中心に標準化推進を協議

令和５年３月２４日 「花き流通標準化ガイドライン」とりまとめ

令和５年９月２９日 「自主行動計画モデル（花き）」とりまとめ

令和４年９月２日～ 「持続可能な物流の実現に向けた検討会」
農水省、国交省、経産省連携で設置
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（参考）物流対策本部で示されている取り組み例

標準化、予約システム、機械化、作業動線改善、モーダルシフトなどが示されている。

出所：農林水産省物流対策本部第１回資料



6

２０２４年問題についての物流面での対応策整理

業界によっても異なるが、おおむね対応策はパターン化されている

出所：日本総研作成

１． 運行効率の向上

2． 集荷/納品作業の短縮

② 中継拠点設置・短距離リレー運送

① 出荷パターン・運送パターン・幹線の集約

③ デジタル化による柔軟なルート変更

① 予約（サイズ・量・行先）・時間指定/システム化

② 荷物の規格化（箱・コンテナ・パレット・台車）

③ 集荷・納品場の集約、倉庫機能強化

④ 作業の機械化・自動化

⑤ 運送手段の変更（鉄道、船）

３． ドライバーの確保
① 待遇改善

② 小型車両専用ドライバー増

→ コストアップ要因が多く、運賃上げ/付帯作業有償化や条件交渉の増加が見込まれる

④ 混載・包装小型化・車両大型化
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（参考）荷主事業者の状況

物流量あたりの物流コストは上昇傾向。対応策は「輸配送改善」「在庫削減」「経路見直し」など

出所：2022年度・2023年度（速報版）物流コスト調査報告書（（公社）日本ロジスティクスシステム協会）

単位物流コストの増減指数

＊アンケートによって以下のように指数化
指数＝（増加回答－減少回答）/回答数
大きいほど「増加」が多いことを示す

荷主企業の対応策（2022年度調査）
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（参考）パレット化のコストメリット

10ｔ車での輸送1回あたりのコストを3割減らせるとの試算

出所：株式会社NX総合研究所「パレット標準化・効果試算について」（令和5年5月）
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（参考）パレット化の進捗は遅い

導入済み・検討中は18道県のみ

出所：株式会社NX総合研究所「パレット標準化・効果試算について」（令和5年5月）
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花き物流標準化ガイドライン（令和5年3月）

国交省要請もあり各分野で標準化推進。花きも統一台車や青果類同様の11型パレットや段
ボールサイズ統一、コード統一の動き

出所：農林水産省「農産物の物流標準化の取組について」（令和5年9月）

⚫ パレットはレンタル・循環利用推奨の
ため適正に管理する必要あり

⚫ コードは産地側でのシール貼り付け
（ソースマーキング）を推進
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花き業界における流通課題対応策 ～物流×〇〇～

これまでさまざまなアプローチで解決策が検討されており、多くの研究も進行中
「ひとつの策で決め手」とはいかず、地域ごとに戦略をつくり、組み合わせていくべき
（いわゆる「物流」の範囲内での対応策だけでよいわけではない）

安定供給策の普及

産地‐流通‐実需間の
連携強化・流通網見直し

消費者需要の
（拡大）分散・平準化

⚫ 新たなイベント（フラワーバレンタイン、ホワイトデー、父の日・・・）
⚫ 平日需要の拡大（母の「月」、テーブルフラワー、ウィークエンドフラワー・・・）
⚫ 洋風仏花の普及

⚫ 開花調整（生育調節剤・抑制剤、電照、加温）
⚫ 品種・作型組み合わせ（出荷期の分散）
⚫ 鮮度保持技術（水揚げ・STS・抗菌剤、冷蔵、鮮度保持フィルム）
⚫ 病虫獣害防除技術による生産安定化

⚫ 地産地消型の流通網強化
⚫ 市場データ分析・活用研究、需要予測システム
→売れるものだけ作る・運ぶ

（狭義の）
物流の改善

⚫ 物流ルート・物流業務見直し（花き物流標準化ガイドライン）
⚫ 集出荷体制・方法の見直し
⚫ 規格の見直し（物流規格、短茎規格）

出所：日本総研作成
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